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地域産業支援委員会Ｈ２８年度第２回例会議事録 

 

                    2016.9.12 発行 地域産業支援委員会 委員長 末松正典 

 

１．日時：2016/9/3（土）10:00～12:15      

 

２．場所：九州本部 会議室 

 

３．出欠（敬称略）    ：□赤石、□味澤、□大里、□小出、 □古賀、 □末松、□田口、□西尾 

【□出席者、■欠席者】  □久富、□松永、□松原、■森川、 □八百屋 □山田、■吉田 

            [オブザーバー出席：□長野副本部長]  

  （欠席委員２名(森川、吉田）からは決議一任を頂いています） 

 

４．議題 

１）H28年度第２四半期の活動報告： 

２）産総研主催九州・沖縄産業技術オープンデー出展 

  ・当日展示、技術相談対応可能者の募集 

  ・技術士だより九州への搭載執筆者の決定 

３）次回の技術指導例紹介の発表者の選定 

４）その他 

 

５．配布資料類 

資料①-1：H28年度活動経過 

資料①-2：”技術だより九州”搭載記事紹介「技術の相談コーナーについて」 

資料②-1：支援アドバイザーリスト更新申請（19名⇒20名⇒21名） 

資料②-2：第 2グループ活動中間報告（H28年 8月末）[当日配布] 

資料②-3：対応・支援例の紹介（技術士会員の技術など支援実施事例集） 

資料③-1：知財総合支援窓口第１回関係機関連携会議参加報告 

資料③-2：知財総合支援窓口関係機関連携会議参加報告 

資料④-1：産総研主催九州・沖縄産業技術オープンデー出展企画提案 

資料⑤-1：機械部会 web中継聴講報告 

★参考配布資料（大里委員から以下の２つの資料） 

・経営革新計画の説明資料（福岡県による）    

・福岡よかとこビジネスプランコンテスト 

 

６．議題に対する結果（決定事項など）： 

 

６．１ 各グループのＨ２８年度２四半期の活動報告： 

１）第１グループ 【文責：末松】 

(1)資料①-1：５グループ全体の活動のまとめについては、特に異論なし。 

(2)資料①-2：2016.10.15号”技術だより・九州”への搭載記事原稿を紹介。特に指摘無し。 

 

２）第２グループ【文責：味澤】 

(1)「資料②‐2」に則り順次報告： 

 ①「１～４」については特に意見なし。 

 ②「５」（「技術士会会員の支援実施例集」を配布：「資料②‐3」とする）について： 

  ⅰ）「資料②‐3」をＨＰにリンクさせて追加する事に大筋合意。但し追加事例の見直しは必要。 
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  ⅱ）ＨＰへのアクセス数が把握されていないのであれば、カウンター等で把握する必要がある。 

   (＊)：本件に関し 9月 4日付で長野副本部長より「現状でも把握可能であり、6月 36件、7月 45件、 

      8月 54件、9月 4日時点 4件」との報告あり。詳細については後日長野副本部長に要確認。 

ⅲ）「技術士会」の活動を広く公開・認知してもらう為の手段として、各関係機関等へのポスター掲示が

有効ではないかとの意見が出され、以下について実施する事を確認した。 

a)当面の活動としてＨＰ（「資料②‐3」等）のＰＲ不足を補う為、支援の要請があるであろう窓口(機 

関等)を第２・４Ｇ共同で抽出し、本委員会委員へ追加項目等について諮る。 

   b)併せて、掲示するポスター案等を第２・４Ｇ共同で作成し、第３回定例会議迄に本委員会に諮る。 

 

 （＊）「ⅲ)」実現迄の筋道・課題等（意見が集約されていないので、個人的解釈・見解として） 

   a)上記ⅲ）を基に第２Ｇで「具体的実施計画(書)」を作成し、委員会の決議事項としての承諾を得る。 

   b)地域産業支援委員会の「提案事項」として「起案書」を作成し、九州本部長の了解を得る。 

   c)関連窓口（機関等）へ出向き、主旨説明とポスター掲示の依頼。 

 

３）第３グループ【文責：古賀】 

(1) 平成 28年度特許取得活用支援事業 知財総合支援窓口（ﾊﾟﾃﾝﾄｴﾝﾄﾗﾝｽ福岡）第 1回関係機関連絡会議（平成

28年 7月 14日） 

 ・場所は福岡県中小企業振興センタービルで、参加者は委員 4名、オブザーバー11名、実施機関 11名） 

 ・会議にオブザーバーとして参加した末松委員長より下記の報告が行われた。 

 ・本事業では、知財の「支援窓口」の開設、及び中小企業を訪問し課題発掘支援を行うが、必要に応じて知財の

専門家を派遣し、教育指導を行う。 

 ・平成 27年度実績を課題等受付件数、窓口担当者支援件数、専門家窓口件数で示されたが、課題等受付件数は

2514件にも及んでいる。 

 ・平成 28年度事業体制としては、主管が INPIT単独となる。また、福岡への知財アドバイザーの人員は、6名

から 2名になる。 

 

(2)第４回九州知財交流会（平成 28年 7月 26日） 

 ・場所は福岡合同庁舎本館（九産交流プラザ）で、参加者は 20名 

 ・技術士会からは西尾委員、味澤委員が参加し、味澤委員から下記の報告が行われた。 

 ・交流会は以下の 2つの講演が行われた。 

  ①「中小企業の成長ステージ毎で窓口ができる支援内容及び支援事例の紹介」 

       石黒一夫氏：三菱 UFJリサーチ＆コンサルティング 

    ・本事業は（独法）工業所有権情報・研修館（INPIT）から受託したもの 

    ・具体的支援事例の報告等があった。 

  ②「平成 28年度知的財産支援情報ガイドブック、九州版」 

       竹丸 巌氏：（独法）工業所有権情報・研修館・・・・技術士（水産部門） 

    ・竹丸氏が係った特許出願の件で「用途発明」の可能性があるものがあった。 

    ・専門家としての「技術士」活用の有用性・有効性を PRされた。交流会後に懇親会が行われた。 

 

４）第４グループ【文責：赤石、味澤】 

(1)「産総研九州・沖縄産業技術オープンデー」出展の件： 

 ①末松委員長を責任者として「参加企画提案書」を提出し、参加の意向表明（7月 31日付）。 

 ②Ｈ28年 12月 7日（水）、電気ビル共創館で開催。 

 ③当日は５～６名程度の相談対応者が必要で、その人選は委員長一任とする。 

④技術士が他資格と混合される傾向にあるため、技術士法などで規定されている国家資格であることを 

  展示パネルに明確にする必要がある。只、その表示方法については「国家資格技術士」又は「＊1」 

等での表示等々があり、又、今回の出展に限った事ではないので、本件懸案事項としたい。 
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５）第５グループ【文責：末松】 

(1)統括本部の機械部会主催の Web中継受講を継続。 

・7/8（金）参加者 3名。演題は２つ。 

①「ニュートン・工作機械の設計法」 渡部厚夫氏（渡部技術士事務所） 

②「”回転機械の不思議”回転機械の釣り合わせを複素数で解く。振動と数学の面白い関係」 

近藤孝邦氏（IHI回転機械） 

・8/19（金）参加者 3名。演題は１つ 

「知っておきたい歯車の技術」  渋谷高広氏（渋谷技術士事務所） 

 

(2)技術指導例を田口委員から発表してもらった。 

・２０名ほどの社員からなるある企業において、顧客の設計図に基づいて製品を納入するビジネスモデルか

ら、顧客仕様に基づいて自社内で設計し、その設計図に基づいて製造して製品を納入するビジネスモデル

に変身するためにどう取り組んだらよいかを指導。 

・社員の力量が不足していることから何もかもやれないので、「選択と集中」での指導を考えた。具体的には

「納入仕様書」の作成方法をＯＪＴで行うこととした。期間は約１年。  

 

６．２ 今期開催される産総研主催九州・沖縄産業技術オープンデー出展に関して(H28.12.7開催)： 

(1)当日展示、技術相談対応可能者は後日募集する。５～６名の予定。 

(2)技術士だより九州への搭載執筆者の決定： 

2017.1.15号の“技術士だより・九州”には、2016/12/7に開催される「九州・沖縄産業技術オープンデー」 

の記事を予定とする。執筆者は、オープンデー当日に技術相談対応者のうち、前年度執筆者である古賀委員

以外からから選定する。 

 

６．３ 次回の技術指導例紹介の発表者の選定 

技術指導事例紹介は久富委員が行うことで了解が得られた。 

 

６．４ その他： 

・次回例会開催日時：２０１６年１２月３日（土）１０：００－１２：００（九州本部会議室にて）  

・新委員（田口委員、久富委員、松永委員）には、５つのグループのうち、どのグループに参画を希望され

るかについて、次回に確認させていただくことにした。 

 

以上 


